
 

 

 

 

 

 

             

 

 

 保護者の皆様、地域の皆様に支えられ、我孫子第三小学校は創立７４周年を迎えました。本年度 

も、どうぞよろしくお願いいたします。 

この度、新たに校長として着任いたしました。始業式に子供たちには、次のことを話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様、地域の皆様と連携し、教職員が一丸となって日本の未来を担う子どもたちの力 

を伸ばしていきたいと思います。今後ともご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

                               我孫子第三小学校 校長 

我孫子第三小学校 学校だより              

Sunshine   
学校 HP  http://ncsv.school-abiko.jp/abk3/htdocs/ 

学校教育目標 

自ら学び 支え合い 
たくましく生きる子の育成 

令和５年度 ４月号 

TEL 7184-1171 

 

今日から、大切な１学期がスタートしますので、校長先生から、１年間を通して頑張ってほしい二

つのお願いをします。 

一つ目です。「笑顔をつくる」ということです。にこにこ顔は健康にもよいと言われていますので、

お家だけでなく、学校生活の１日の中でも、笑顔をたくさんつくってほしいと思います。笑顔になる

方法はたくさんあります。友達や先生とたくさんお話しをすると、楽しさから笑顔が生まれます。勉

強や活動に一生懸命に取り組むと、満足から笑顔が生まれます。また、自分の笑顔は相手の笑顔も誘

います。校長先生も皆さんにたくさんの笑顔を見せていきたいと思っていますので、皆さんも友達や

先生方に素敵な笑顔を見せていってください。校長先生は、笑顔は誰もが幸せになるために、とても

大切なものだと信じています。 

二つ目です。「ありがとう」という言葉をたくさん使ってほしいということです。この言葉を使う

ことも、笑顔を生み出す方法の１つです。皆さんは、１日の中で何回「ありがとう」の言葉を言えて

いますか。もし、１回も言えていないという人は、ありがとうを言うチャンスを見逃しているのかも

しれません。友達や先生、お家の方に何かしてもらったときには、必ず「ありがとう」と伝えていき

ましょう。何かをしてもらったときだけではなく、例えば給食が終わったら「ごちそうさまでした。

おいしい給食ありがとうございました。」、学校が終わって友達や先生とお別れするときは「さような

ら。今日も楽しく過ごせてありがとうございました。」と言えばいいのです。「ありがとう」を付け加

えるだけで、挨拶がとても丁寧になります。 

この言葉をたくさん使えば、自分も相手も気持ちよくなり、もっとたくさんの人と仲良くなること

ができます。 

「笑顔をつくる」ことと「ありがとう」を伝えることは、学校目標の『自ら学び 支え合い たく

ましく』を達成するためにも、皆さんに頑張ってほしいことです。 

皆さんが、「希望に満ち溢れて登校し、満足感いっぱいで下校する」、そんな学校になればいいなと

思っています。 

素晴らしい１学期、そして素晴らしい１年間にしていきましょう。しっかりお話を聞いてくれてあ

りがとう！ 

 

 自ら学び 支え合い たくましく生きる子の育成 

 学校は子どものためにある ～希望の登校・満足の下校～ 

 


